
第４回川口市協働推進委員会
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盛  人  大  学 市  民  大  学

1 担当課（実施主体） 市民生活部協働推進課 生涯学習部生涯学習課

2
運営組織
（学長・運営組織等）

学長（市長）、副学長
盛人大学運営委員会、盛人大学実行委員会
事務局（ＮＰＯ法人輝け盛人及び市協働推進課）

学長(市長）
事務局（生涯学習課）

3 設置根拠 盛人大学事業実施要領 川口市民大学設置要綱

4 事業実施年度 平成18年度
昭和26年度から平成18年度まで夏季大学として実施
平成19年度以降市民大学と名称変更

5 実施目的
50歳以上の方々の交流と地域参加の機会を提供するこ
とを目的としている。

生涯学習社会が進展する中で、市民の高度で多様な学
習要求に応え、市民の「生きがいづくり」や「自己実
現」の達成を目指し、市民がより豊かで、充実した人
生を送ることができるために行なうものとする

6 学旨 人、地域、社会がともに成長する ―

7 募集対象
50歳以上の在住及び在勤者
（当該年度中に50歳になる方を含む）

市内在住・在勤在学の１８歳以上の方

8 募集人員（人数） 28年度実績：330人 27年度実績：2,045人

9 受講者数 28年度実績：295人
27年度実績：2,116人（応募者数多数により会場の許す限り受入）

5,736人（延べ人数）

盛人大学と市民大学の比較
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10
受講年齢
（最高・最低・平均）

最年長：86歳、最年少：49歳、平均：65.7歳 18歳から80歳代

11 講座数 9コース 8コース　153回

12 講座内容
社会教養、カウンセリング入門、国際、健康生きがい
づくり、地域デザイン入門、ボランティア入門、郷土
川口再発見、社会起業・ビジネス、農業体験

英会話・法律・世界遺産・考古学・タブレット・博物
館見学・手話・生きがい・ヨガ・文学・美術芸術・家
庭教育・歴史等（平成27年度実施講座例）

13 講座日程
農業体験：4月～3月（全25日）
その他：5月～3月（全15～17日）

通年実施。各講座４～６回実施。日程は、別途冊子参照

14 受講料・材料費等
受講料：コースにより6,500円・5,500円・4,500円
材料費：実費

受講料：無料
参加費（材料費等）：講座により異なる
公開講座のみ受講料500円を徴収

15 講座実施場所 かわぐち市民パートナーステーション分室ほか 公民館・川口総合文化センターリリアほか

16 講座運営主体 盛人大学実行委員会 生涯学習課

17 講師等選定方法
実行委員が選定する
10,000円/1ｈ定額

職員が協議し決定

18 卒業要件（単位認定要件）等 8割以上の単位取得（出席）及び卒業レポートの提出
受講票を発行
学士（5単位）、修士（10単位）、博士（15単位）

19 説明会
入学式の際に全体ガイダンス、各コースの初日にコー
スガイダンスを実施

実施していない

20 再受講率 平成27年度：33.9％、平成28年度：29.8％ 統計なし
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21 予算額（Ｈ２８） 3,683,000円（市補助金：1,600,000円） 27,960,000円

22 決算額（Ｈ２７） 3,135,957円（市補助金：1,452,862円） 22,710,074円

23 外部講師（Ｈ２８） － 27年度：戸田奈津子氏（公開講座）他

24
アンケート
（実施有無及び概要）

受講生、大学祭、講師、卒業生アンケート（予定）を
実施し、翌年度以降の運営に活かしている。

受講生にアンケートをとり、次回の企画に活かしている

25 受講者決定方法
定員を超えた場合は、過去3年間受講経験がないかたを
優先に抽選する。

定員を超えた場合は、抽選
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事業名 担当課

平成27年国勢調査 企画経営課

自主防災組織活動補助金 防災課

町会防犯灯電気料補助金 防犯対策室

町会防犯灯設置費補助金 防犯対策室

自主防犯組織活動補助金 防犯対策室

5

町会・自治会等の自主防犯組織

番

号

1

2

3

4

対象の町会･自治会

事業内容

全町会および自治会

国勢調査実施にあたり調査員の推薦を町会・自治会に依頼したもの。調査員の推薦を町会・自治
会に依頼することで、その土地の地理に明るい調査員の選任が期待できる。

市内２２６町会・自治会（自主防災組織結成済みの町会・自治会）

防災資機材の整備、防災訓練の実施、防災倉庫の整備、防災マップの整備、新規で自主防災組織
を結成する場合に補助金を交付するもの。

町会防犯灯を設置・管理する町会・自治会

安全な市民生活の維持と地域コミュニティづくりの推進に資することを目的として、防犯灯を設
置・管理する町会・自治会に対し、当該防犯灯電気料の補助金を交付するもの。町会・自治会の
負担が軽減され、防犯のまちづくりの推進に寄与している。

町会防犯灯を設置・修繕する町会・自治会

地域の防犯活動の推進を図り、コミュニティづくりに寄与することを目的として、町会防犯灯の
設置･修繕を行う町会・自治会に対し、設置等に要する経費に充てるため補助金を交付するも
の。地域犯罪発生の抑止につながっている。

「防犯のまちづくり」の一環として、自主防犯組織を結成し、継続して防犯活動を行う町会・自
治会等の団体に対し、防犯パトロールに必要な資機材購入費の一部を補助するもの。地域防犯力
を強化するとともに、地域において、見せる防犯としての活動を実践している。

町会・自治会との協働事業について
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防犯カメラ設置費補助金 防犯対策室

防犯街頭キャンペーン 防犯対策室

西川口駅周辺クリーンタウン作戦 防犯対策室

川口市協働推進事業助成事業
（都市整備区域内外国人住民生活情報伝達モデル事業）

協働推進課
都市整備管理課

川口市立青少年センター管理業務委託 青少年対策室

町会（自治会）青少年育成委員 青少年対策室

芝園団地自治会

7

8

9

10

11

6

仁志１町会、元郷２丁目町会、並木３丁目町会、芝富士町会、みどりヶ丘町会、栄町１丁目町会

防犯カメラを設置する町会・自治会

地域の防犯活動の推進を図り、安全で安心して暮らせる犯罪のない地域社会の実現を図ることを
目的として、防犯カメラを設置する町会・自治会に対し、設置に要する経費に充てるため補助金
を交付するもの。地域犯罪発生の抑止につながっている。

川口市立青少年センター９ヶ所のうち、６ヵ所を町会へ管理業務委託をし、６町会が受託してい
るもの。実施内容は、センターの貸し出し及び清掃に関すること、施設の異常、損傷の確認及び
報告など。

２０５町会（自治会）（平成２８年度４月現在）

青少年育成委員は、町会（自治会）の青少年関係組織等の中から、町会（自治会）長が推薦した
ものを、川口市青少年保護育成本部長が、育成委員として委嘱をし、各町会（自治会）で活動を
行うもの。また、町会（自治会）の育成委員をもって、青少年育成委員会を組織する。

川口駅周辺（中央地区・幸栄地区・西地区）の町会・自治会

犯罪の未然防止と防犯意識の高揚を図り、安全で安心して暮らせるまちづくりを推進するため、
広く市民に向けた街頭キャンペーンを実施するもの。多くの市民に防犯意識の普及・啓発を行う
ことができ、犯罪件数の減少につながっている。

西川口駅周辺（並木地区・西川口地区）の町会・自治会

西川口駅周辺において、防犯パトロールや街頭キャンペーンを実施し、見せる防犯を地域の人た
ちにアピールするとともに、広く環境浄化に対する意識啓発を図るもの。地域の人たちに、「安
全・安心に繋がる」重要な活動であるとの意識啓発を図ることができている。

外国人住民に日本の生活習慣やルール等を効果的に伝達し、日本人住民及び外国人住民の相互理
解を促す方法について、検討、モデル的に実施し、効果を測定するもの。このモデル事業に対し
助成金を交付している。
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公民館地区青少年育成協議会 青少年対策室

全市一斉クリーンタウン作戦事業 廃棄物対策課

３Ｒ推進活動等助成事業 廃棄物対策課

ＳＫＩＰシティ国際Ｄシネマ映画祭２０１５・２０１６ 産業政策室

川のまるごと再生プロジェクト 道路建設課

市に登録された全町会・自治会

12

13

14

15

16

市民と市が協力して、全市一斉に清掃活動を実施することにより、「川口市飲料容器等の散乱の
防止に関する条例」に定める、ポイ捨てをしない、させない環境を目指し、清潔できれいな街を
つくり、もって快適な都市環境を確保することを目的とする。

地域住民が相互に協力して行う３Ｒ推進活動等に対して助成することにより、廃棄物問題に対す
る市民の意識の向上を図り、ごみ集積所の整備及び地域環境の美化等に寄与するもの。

上青木地区連合町会

平成１６年からＳＫＩＰシティ国際Ｄシネマ映画祭を開催。野外イベントの一環として地元の上
青木連合町会に、「ＳＫＩＰシティの盆踊り」を映画祭の活性化を図るためにお願いしているも
の。

本蓮町会、東本郷南町会

平成24年度より埼玉県事業として実施されていた「川のまるごと再生プロジェクト」を活用し雑
草やゴミの不法投棄などが多かった、新郷地区の見沼代用水路東縁を遊歩道として整備したもの
である。
平成24年度に地元の方々と協力してプレゼンテーションを行い、正式に埼玉県より補助採択を受
け、平成25年度～27年度の3箇年で遊歩道整備を行った。整備内容や整備後の利活用、維持管理
の検討について、ワークショップを開き意見交換をするなど地域住民と川口市が一体となって
行った事業である。

公民館地区３３地区（青木東公民館を除く）

公民館地区青少年育成協議会は、町会（自治会）の育成委員会のほかに、育成委員会の代表委員
を中心とし、青少年関係機関・団体からの育成委員を加えた育成協議会を公民館地区ごとに設け
ている。

１９地区連合町会
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市民参加の緑のまちづくり事業 みどり課

緑のまちづくり地域緑化事業補助金 みどり課

芝地区住宅市街地総合整備事業（密集住宅市街地整備型）推進事業 市街地整備室

18

19

17

芝富士町会、芝樋ノ爪町会、芝中田町会、芝神戸町会

本地区では密集市街地を解消するため、土地区画整理事業に代わる手法として、住宅市街地総合
整備事業等を導入し、道路・公園等の整備を進めている。整備事業をより円滑に進めるために地
元町会の協力を得ながら、まちづくり協議会等を年に数回開催し、さまざまな議題を検討してい
る。

青木町５丁目町会、上青木南町会、川口２丁目町会、飯塚１丁目町会、上青木６丁目町会、青木
町４丁目町会、青木中央町会、前川３丁目町会、朝日６丁目南町会、伊刈町会、南４丁目自治
会、本町1丁目町会、末広１丁目町会、東本郷台町会、上戸塚町会第７班、元郷２丁目町会、上
戸塚町会第５班、峯南区八班自治会、安行藤八町会、末広３丁目町会、南４丁目自治会、長蔵新
田町会

ボランティア等が主体的に公園内の花壇や街路のフラワースタンドなどへの草花等の植栽・管理
を行い、行政は草花、資材等の支給、助言等を行う。この活動により、市内において草花を目に
する機会が増えた。

川口１丁目町会、飯三町会、東領家５丁目町会、飯塚２丁目町会、スカイフロントタワー川口自
治会

ボランティア等が主体的に公園内の花壇や街路のフラワースタンドなどへの草花等の植栽・管理
を行い、行政は草花、資材等の支給、助言等を行う。この活動により、市内において草花を目に
する機会が増えた。

- 8 -


